
西多摩建設業協同組合  広報委員会   ＦＡＸ ０４２８-２２-５４２０   平成２０年８月１１日  第１６９号 （１）  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
西

建

協

だ
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2008 年 

  8 月 

 

169号 

 

東
京
労
働
局
長
安
全
衛
生
推
進
賞
受
賞
に
寄
せ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩
浪
建
設
㈱ 

代
表
取
締
役 

 
 
 

岩 

浪 
勝 

二 
 
 
 

 

 

株
式
会
社 

タ 

ク 

ト 

代
表
取
締
役 

永
野 

智
士 

〶
一
六
七-

〇
〇
五
一 

杉
並
区
荻
窪
四-

二
六-

一
〇 

電
話 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
五
一
一 

 

ム
サ
シ
建
設
工
業
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

奥
平 

貢
士 

 
 

台
東
区
東
上
野
一-

二
四
‐
二 

山
茂
ビ
ル
三
階 

電
話 

〇
三
‐
三
八
三
五
‐
三
六
三
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
八
三
四
‐
七
七
九
三 

 

株
式
会
社 

東 

リ 

ー 

ス 

あ
き
る
野
営
業
所
長 

鈴
木 

雅
人 

あ
き
る
野
市
下
代
継
二
‐
一 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
八
‐
四
二
五
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
五
八
‐
五
一
〇
五 

 

成
友
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

細
沼 

順
人 

福
生
市
福
生
六
九
九
‐
三 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
〇
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
九
〇
九 

 

弘 

和 

産 

業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

野
口 

明 

青
梅
市
今
井
三
‐
三
‐
十
二 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
八 

 

有
限
会
社 

丸 

善 

産 

業 

代
表
取
締
役 

小
林 

廣
行 

羽
村
市
神
明
台
三
‐
二
七
‐
五 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
五
九
二
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
一
八
一 

 

富 

岳 

物 

産 

株
式
会
社 

多
摩
営
業
所 

所
長 

鎌
田 

俊
一 

昭
島
市
郷
地
町
三
‐
一
‐
一
二 

フ
ロ
ム
ビ
ル 

 

電
話 

〇
四
二
‐
五
〇
〇
‐
二
四
五
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
四
四
‐
一
六
二
一  

                        

日
建
学
院 

立 

川 

校 

〶
一
九
〇-

〇
〇
二
二 

立
川
市
錦
町
一
‐
一
‐
二
十
三 

東
京
都
酒
造
会
館
ビ
ル
三
階 

 
 

電
話 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
三
二
九
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
五
八
九
一 

 

セ
カ
ン
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

清
水 

 

守 

羽
村
市
小
作
台
五
‐
六
‐
十
三 

電
話 

〇
四
二
‐
五
七
九
‐
四
八
二
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
七
九
‐
四
八
二
三 

 

技 

研 

興 

業 

株
式
会
社 

土
木
事
業
本
部
長 

木
村 

 

温 

東
京
都
杉
並
区
阿
佐
ヶ
谷
南
三
‐
七
‐
二 

電
話 

〇
三
‐
三
三
九
八
‐
八
五
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
三
九
八
‐
八
五
一
〇 

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

太
平
洋
プ
レ
コ
ン
工
業
㈱
多
摩
支
店 

福
生
市
志
茂
一
五
四 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
八
六
三 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
五
三
‐
一
四
二
一 

 

ア
ー
バ
ン
建
材
工
業
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

 

森
山 

 

淳 

青
梅
市
河
辺
町
一
〇
‐
四
‐
一
六 

電
話 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
二 

 

式
場
使
用
料
無
料 

 

そ

う

し

ん

ホ

ー

ル

青

梅 
 

 
 
 
 

青
梅
市
末
広
町
一-

二-

一 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
四
四
四
四 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
四
四
六
六 

 

東
生
コ
ン
工
業
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

黒
米 

 

清 

埼
玉
県
入
間
市
新
久
一
一
二
‐
五 

電
話 

〇
四
‐
二
九
六
四
‐
二
二
三
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
‐
二
九
六
四
‐
八
二
二
三 

          
                                               

 

京
支
部
西
多
摩
分
会
理
事
に
ご
推
挙

頂
い
て
以
来
、
平
成
十
二
年
同
分
会

長
、
平
成
十
四
年
か
ら
本
年
三
月
ま
で

は
労
働
災
害
防
止
指
導
員
と
し
て
活

動
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
間
工
事
現

場
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
各
講
習
会
等

に
お
き
ま
し
て
労
働
災
害
の
減
少
に

ご
く
微
力
な
が
ら
も
寄
与
で
き
た
も

の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
に
立
派
な
賞
を
頂
け
る
と
は
思
い

も
せ
ず
、
ま
さ
に
喜
び
の
至
り
で
あ
り

ま
す
。
同
時
に
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、 

  

建
設
業
者
に
限
ら
ず
大
企
業
の
安
全

衛
生
担
当
者
が
大
半
で
あ
り
、
中
小

企
業
の
立
場
か
ら
受
賞
で
き
ま
し
た

こ
と
も
意
義
深
い
こ
と
と
感
激
し
て

お
り
ま
す
。 

平
成
二
十
年
度
よ
り
東
京
労
働
局

で
は
第
十
一
次
労
働
災
害
防
止
計
画

に
沿
っ
て
災
害
の
減
少
、
労
働
者
の

健
康
確
保
等
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。
我
々
中
小
建
設
業
者
と
し
て

も
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え 

 
 
 
 
 
 
 

（
２
面
に
つ
づ
く
） 

 

新
任
ご
挨
拶 

 
 
 

東
日
本
建
設
業
保
証
㈱ 

新
宿
支
店
長 

茂 

木 
 

隆 
 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
並
び
に
組
合
員
の

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
当
社
の
公
共
工
事
の
前
払

金
保
証
事
業
に
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
「
前
払
金
保
証
」
や
「
契
約
保
証
」

の
積
極
的
な
ご
利
用
を
賜
り
ま
し
て
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
は
、
去
る
六
月
二
十
四
日
の
人
事
異
動
に
よ

り
新
宿
支
店
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
茂
木
隆

と
申
し
ま
す
。
前
任
者
同
様
、
前
払
金
保
証
事
業

の
運
営
を
通
じ
て
、
公
共
工
事
の
適
正
か
つ
円
滑

な
施
工
に
寄
与
で
き
る
よ
う
誠
心
誠
意
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
の
程
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
今
の
日
本
経
済
の
動
向
を
概
観
い
た

し
ま
す
と
、
平
成
十
四
年
二
月
か
ら
始
ま
っ
た

「
戦
後
最
長
の
景
気
回
復
」
も
、
米
国
経
済
の
減

速
と
原
油
高
騰
に
伴
う
企
業
収
益
の
悪
化
を
受

け
て
減
速
し
、
景
気
は
「
踊
り
場
」
か
ら
一
部
「
弱

含
み
」
の
判
断
に
移
行
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
建
設
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
公
共
投 

 

資
の
急
激
な
減
少
に
加
え
、
工
事
の
受
注
競
争
の

激
化
に
よ
り
利
益
の
確
保
が
難
し
く
、
企
業
経
営

が
厳
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
六
月
に
は

二
十
八
年
ぶ
り
に
資
材
価
格
の
変
動
に
伴
い
公
共

工
事
の
請
負
金
額
を
変
更
す
る
「
単
品
ス
ラ
イ
ド
」

の
適
用
ル
ー
ル
が
発
動
さ
れ
ま
し
た
。
不
動
産
業

界
の
市
況
悪
化
に
よ
る
不
動
産
シ
ョ
ッ
ク
も
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
耐
震
偽
装
事
件
を
き
っ

か
け
に
制
定
さ
れ
た
新
法
「
特
定
住
宅
瑕
疵
担
保

責
任
の
履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
（
住
宅

瑕
疵
担
保
履
行
法
）
が
、
平
成
二
十
一
年
十
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
、
建
設
業
界
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。 

そ
ん
な
中
で
、
当
社
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
発
注
者
に
対
し
、
前
払
率
の
改
善
と
前
払

金
支
出
限
度
額
の
引
き
上
げ
、
中
間
前
払
金
制
度

の
導
入
と
拡
大
を
お
願
い
し
、
ま
た
、
各
企
業
の

皆
様
に
は
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
有
効
利
用
を
お
願

い
申
し
あ
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
入
札
契
約
制
度
改
革
や
新
法
制
定
な 

  

ど
に
よ
る
、
建
設
業
界
を

取
り
巻
く
環
境
変
化
に
対

し
て
は
、
定
期
的
に
実
施

し
て
い
る
経
営
講
習
。
会

や
小
冊
子
の
発
行
を
通
じ

て
、
企
業
経
営
に
役
立
つ

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供

を
行
い
、
建
設
業
界
の
皆

様
の
お
役
に
立
ち
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す 

最
後
に
、
当
社
関
連
会

社
で
あ
る
日
本
電
子
認
証

お
よ
び
子
会
社
の
建
設
経

営
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
対

し
ま
し
て
も
引
き
続
き
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合

並
び
に
組
合
員
の 

皆
様
の
益
々
の
ご 

発
展
を
祈
念
い
た 

し
ま
し
て
、
ご
挨 

拶
と
さ
せ
て
い
た 

だ
き
ま
す
。 

 

 

 

 

残
暑
厳
し
い
折
、
西
建
協
会
員
の
皆

様
に
は
益
々
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
私
儀
、
去
る
七
月
に
東
京
労
働

局
長
安
全
衛
生
推
進
賞
受
賞
の
栄
誉

に
浴
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
場
を
借
り

ま
し
て
ご
推
薦
頂
き
ま
し
た
青
梅
労

働
基
準
監
督
署
の
皆
様
方
へ
深
い
感

謝
を
、
ま
た
日
頃
よ
り
ご
厚
情
を
賜
り

ま
す
西
建
協
の
皆
様
方
へ
は
御
礼
の

ご
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

思
い
返
せ
ば
平
成
六
年
建
災
防
東

今
日 
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記 

訓
練
日
時 

九
月
一
日
（
月
） 

八
時
～
十
時
ま
で 

点
検
終
了
後
路
線
別
に
電
話
で
組
合
へ
の
報
告

他
訓
練
の
路
線 

今
回
の
訓
練
実
施
は
、
全
路
線
の

メ
イ
ン
会
社
の
み
実
施
と
致
し
ま
す
。 

詳
細
は
各
協
定
会
社
へ
の
お
知
ら
せ
を
参
照 

 

毎
年
防
災
の
日
に
道
路
啓
開
作
業
の
協
定
に
基
づ
く
道
路
巡
回
訓

練
を
全
組
合
員
の
参
加
を
も
っ
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。
広
い
西
多
摩
地

域
の
全
域
を
わ
ず
か
二
時
間
ほ
ど
の
う
ち
に
巡
回
し
点
検
を
終
了
し

て
い
る
。
西
多
摩
地
区
に
お
け
る
震
災
時
の
災
害
を
極
力
少
な
く
す
る

た
め
の
研
究
、
災
害
が
発
生
し
た
時
の
緊
急
道
路
啓
開
作
業
の
対
応
を

ス
ム
ー
ズ
に
実
践
し
初
期
の
目
的
が
達
成
出
来
る
様
、
訓
練
等
を
実
施

し
各
協
定
業
者
の
意
識
の
向
上
を
計
る
に
よ
り
、
九
月
一
日
に
、
昨
年

同
様
緊
急
巡
回
訓
練
を
実
施
し
、
協
定
を
有
効
に
活
か
す
た
め
の
訓
練

を
い
た
し
ま
す
。 

 

◇ 

道
路
啓
開
協
定
業
者
の
自
主
的
出
動
・
緊
急
巡
回
訓
練
実
施
の
ご
案
内 

◇ 

 

株
式
会
社
高
野
保
険
事
務
所 

代
表
取
締
役 

高
野 

真
人 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
七 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
一
四
三
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
一
一
三 

 

株
式
会
社 

カ 

シ 

ワ 

代
表
取
締
役 

根
本 

太
夫 

 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
九 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
六 

 

有
限
会
社
ナ
カ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

代
表
取
締
役 

中
川 

克
己 

埼
玉
県
入
間
市
寺
竹
五
三
九
‐
八 

電
話 

〇
四
‐
二
九
三
六
‐
三
二
二
六 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
‐
二
九
三
六
‐
一
九
九
八 

 

有
限
会
社 

師 

岡 

建 

材 

代
表
取
締
役 

師
岡 

学 
 

奥
多
摩
町
大
丹
波
七
二
六 

電
話 

〇
四
二
八
‐
八
五
‐
二
七
三
三 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
八
五
‐
一
四
二
二 

 

砕
石
と
合
材
の
こ
と
な
ら
何
か
ら
何
ま
で 

株
式
会
社
昭
和
石
材
工
業
所 

青
梅
市
新
町
九
‐
一
九
九
八 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
九
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
三
二
四 

 

ク
レ
ー
ン
リ
ー
ス 

有
限
会
社 

新 

富 

重 

機 

羽
村
市
栄
町
二
‐
七
‐
一
七 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
五
‐
四
八
一
〇 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
二
六
六
〇 

 
 

 

株
式
会
社
エ
コ
ワ
ス
プ
ラ
ン
ト 

代
表
取
締
役 

浅
尾 

洋
和 

 

日
の
出
町
平
井
三
四
‐
一 

電
話 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
〇
七
二 

 
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
四
二
五  

 

 

 

 

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
導
入
や
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
の
推
進
等
比
較
的
新
し
い
対
策
に
も

積
極
的
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
西
建
協
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、

青
梅
労
働
基
準
監
督
署
の
ご
指
導
の
も
と
、
引
き

続
き
労
働
災
害
の
減
少
、
労
働
環
境
の
改
善
に
ご

尽
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
深
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
現
在
の
建
災
防
東

京
支
部
西
多
摩
分
会
役
員
、
労
働
災
害
防
止
指
導

員
の
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
御
活
躍
を
心
か
ら

期
待
し
、
私
か
ら
の
御
礼
の
ご
報
告
を
終
わ
ら
せ

て
頂
き
ま
す
。 

  

多摩川に掛かる橋  第２０回 

◎下奥多摩橋   

 昭和８年の不況時にも拘らず吊橋（長さ８０

ｍ）が造られたのが最初。 

昭和４８年に現在のものとなり、路線名は 

一般都道青梅～小丹波線、青梅街道バイパスと

吉野街道間を往来する車が多い。 

＊橋種：道路橋 

橋長＝90.0ｍ 車道 9ｍ 歩道＝1.5ｍ×2 

形式：上部 ３径間連続逆ローゼ桁 

下部 橋台２基    

施工年月：昭和４８年３月   

水面まで 15ｍ 

 

 

 

 

 

 

 ７ 月 事 業 報 告  

１日 災害対策特別委員会  

 ４日 現場パトロール（西多摩分会） 

 ４日 事業委員会 

１０日 広報委員会１６８号編集発行 

１５日 総務委員会 

１６日 正副理事長会  

１６日 理事会 

 ８ 月 事 業 計 画  

 

５日 若手経営者の会 役員会 

７日 事業委員会  

８日 広報委員会１６９号編集発行 

13 日～15 日 会館休館 

１９日 総務委員会 

２１日 あきる野地区委員会  

２７日 経営講習会 

２７日 理事会 

 

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
販
売
店 

安 

藤 

物 

産 

株
式
会
社 

 
 
 
 

八
王
子
市
八
幡
町
八
‐
四 

 
 
 

電
話 

〇
四
二
‐
六
二
三
‐
六
一
一
一 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
六
二
六
‐
一
三
〇
一 

 

㈱
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

 
 

代
表
取
締
役 

望
月 

武
治 

 
 

青
梅
市
新
町
一
‐
五
‐
五 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
八
七
七
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
三
‐
六
二
七
七 

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
全
般
製
造
販
売 

マ
テ
ラ
ス
青
梅
工
業 

株
式
会
社 

青
梅
市
今
寺
五
―
一
三
―
九 

 
 
 
 
 

電
話 

〇
四
二
八
―
三
一
―
七
〇
〇
一 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
―
三
一
―
六
九
四
〇 

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

福
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社 

福
生
市
福
生
三
二
五
六 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
二
一 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
四
三 

 

保
安
用
品
の
レ
ン
タ
ル
・
販
売 

株
式
会
社 

標 

識 

一 

番 
 

 
 

武
蔵
村
山
市
三
ツ
藤
一
‐
八
‐
六 

電
話 

〇
四
二
‐
五
二
〇
‐
三
七
四
一 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
二
〇
‐
三
七
五
一 

 

 

株
式
会
社 

中
村
建
材
工
業 

代
表
取
締
役 

中
村 

常
一 

あ
き
る
野
市
雨
間
三
二
二
―
一 

電
話 

〇
四
二
―
五
五
八
―
〇
〇
二
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
―
五
五
八
―
〇
〇
四
五 

 

東
日
本
建
設
業
保
証
株
式
会
社 

 

 
 
 
 

 

新
宿
支
店
長 

茂
木 

 

隆 

新
宿
区
西
新
宿
一
‐
二
五
‐
一
新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル 

 
 
 

電
話 

〇
三
‐
三
三
四
〇
‐
二
四
五
一 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
二
〇
‐
〇
二
七
‐
一
五
八 

 

   

                     
 

  

＊
次
回
は
圏
央
道
多
摩
川
橋
・ 

友
田
水
管
橋
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

 

 

 

  



 


